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                                             校 長 保 谷 力  

 新しい時間割に変わり3回目の授業が終わりました。子供たちの様子は如何でしょうか。少し長くな

った学習時間に戸惑う子供もいるかと思います。日本人学校では、長くなった授業時間は学習を進め

るために使わず、子供一人一人と対話したり考えたりできる時間が、より多くもてるように設定しま

した。もともと数日かけて行う授業を1日で行っているところに、学習定着の難しさのある補習授業校

です。以前にもお話をいたしましたが、ご家庭は第二の担任として土曜授業で学んだ内容をしっかり

定着させるために、引き続きご協力をお願い致します。 

 さて、今週をもって園児、児童・生徒の入学式及び集会を無事終えることができました。どの子供た

ちにとっても、「入学」は気持ちを切り替え、一歩自分を高めることのできる大切な行事です。今さら

と言うご意見もありましたが、子供たちにとっては良かったと感じています。保護者の皆様のご協力

に改めて感謝いたします。 

本日、高校生にお話しました内容を一部掲載いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０．４．１１ 

第１９－１号 

文責 校長 〇〇 ○○ 

 

教育目標 「帰国後、日本の教育に円滑に適応できるよう、日本の学校における学習指導要

領に沿った国語、算数(数学)の学力の維持、併せて生活・生徒指導を行う。」 

重点目標   一人一人の笑顔輝く学校づくり～期待登校・満足下校～ 

わ か ば 
 

２０２０．１０．１７ 

(令和２年) 第２０－２５号 

文責 校長 保谷
ほ う や

 力
つとむ

 

 

先日、中学 1年生の 2クラスそれぞれにお話をしました。1つはサン＝テグジュベリ「星の王子

様」の中から、もう一つは、宮沢賢治「注文の多い料理店序文」からです。この二つの作品には大き

な共通点があります。それは、この世界には「目には見えない大切なものがある」というお話です。 

私たちは日々の暮らしの中で「幸福でありたい」と誰しもが願っています。しかし、あなたにとっ

て「幸福」とは？と問われると考え込んでしまう人も多いようです。賢治は「幸せ」とは、当たり前

の日常の中にあり、決して特別のものではないと言っています。また、テグジュペリは、大切なもの

ほど目には見えにくいと言っています。勉強できることや友達と話せること、喧嘩できることなど、

そんな何でもない日常こそが、掛け替えのないものであると書かれているのです。 

群馬県出身の詩人に星野富弘さんという方がいます。彼は元々中学の体育の教師で、着任早々生徒

たちの前で宙返りの模範演技を見せます。ところが、失敗し頭から床に落ちてしまいます。以来、肩

から下が全く動かないという重傷を負ってしまいました。以後、筆を口にくわえ多くの詩を世に送り

出しているのです。彼の詩の中にも「見えない大切なもの」を感じる一節がありました。『もしも、

僕の手がもう一度だけ動いたなら・・。』さあ、高 1の皆さんなら何をしたいと願いますか・・。 

『もしも、一度だけ僕の両手が動いたなら、母さんの肩をたたいてあげたい。』と結んでいます。 

人生で最も繊細で、悩み多き高校時代のスタートです。友達のこと、将来のことなど、 

自分の未来を信じて大いに悩み「目に見えない幸せ」見つけて欲しいと願っています。   校長 
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